
令和4年10月29日(土)～31日(月)

岩手県立千厩病院

今宮 正彦 氏

（当士会 事業局・作業療法推進部部長）

4年ぶりの全国の舞台、第22回全国障害者スポーツ大会「いちご
一会とちぎ大会」が令和4年10月29日から31日に栃木県で開催さ

れました。

新型コロナなどの影響で昨年まで中止が続き、４年ぶりの開催と
なりました。岩手県作業療法士会からは２名の会員がスタッフと
して参加し、陸上競技やフライングディスクのサポートを行いま
した。障がい者スポーツのサポートが初めての会員もおりました
が、参加者の状態に合わせ、ホテルの環境調整、競技時の姿勢の
チェック、声かけを行い、身体、精神面でサポートして来ました。
選手からも「お風呂の入り方から、競技のサポートまでありがと
うございました」との感謝の言葉を頂きました。

大会は個人・団体合わせて金15個、銀14個、銅8個、合計37個の
メダルを獲得し、ホテルでの生活から競技までサポートした作業
療法士の関わりに対して事務局から高い評価を頂きました。生活
面、競技面でサポートできる作業療法士の特色を活かして来年の
鹿児島大会もサポートして行きたいです。


